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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 足立区成年後見制度審査会（令和５年度第２回） 

事 務 局 足立区福祉部高齢者施策推進室高齢福祉課権利擁護推進係 

開催年月日 令和５年１２月１日（金） 

開 催 時 間 ９時５９分 開会 ～ １１時５７分 閉会 

開 催 場 所 足立区生涯学習センター 

出 席 者 

（委員） 

八杖会長、矢頭副会長、大輪委員、髙木委員 

（職員） 

高齢福祉課：太田課長、檜山高齢援護第一係長、菊地高齢援護第二係長、 

笠尾権利擁護推進係長 

障がい福祉課：日吉課長、小川虐待防止・権利擁護担当係長 

甫坂虐待防止・権利擁護担当主任 

障がい福祉センター：山本所長 

生活保護指導課：小林適正化推進係主査 

中央本町地域・保健総合支援課：秦課長 

足立区社会福祉協議会：和田福祉事業部長 

山本権利擁護センターあだち課長 

花本基幹地域包括支援センター地域支援課長 

欠 席 者 

福祉管理課：近藤課長 

障がい福祉課：二見障がい施策推進担当係長 

西部福祉課：飯塚課長 

中央本町地域・保健総合支援課：田口精神保健担当係長 

足立区社会福祉協議会：結城地域福祉部長 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
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（審議経過） 

○太田課長 皆さん、おはようございま

す。定刻前ですが、皆さんおそろいになり

ましたので、ただいまから令和５年度第２

回足立区成年後見制度審査会を開会いたし

ます。 

 本日は大変お忙しい中、お集まりいただ

きましてありがとうございます。私、事務

局の高齢福祉課長の太田でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 審議に先立ちまして、資料の確認をお願

いいたします。本日の資料は、全て一まと

めにして席上に配付しております。内訳は

次のとおりです。 

 まず、次第が一番上です。裏面に名簿が

ついてございます。次のページが席次表、

その裏面から条例、ページめくって要綱、

次のページが施行規則になってございま

す。その次の資料から議事資料ということ

で、資料１－１から入りまして１－５ま

で、ページめくっていきまして資料２－１

から資料２－４まで、ページめくっていた

だいて資料３、資料４、ページめくってい

ただいて最終ページが資料５、裏面が資料

６となってございます。 

 不足している資料がありましたら事務局

がお持ちします。よろしいでしょうか。あ

りがとうございます。 

 それでは、議事に入っていきたいと思い

ますが、まず本日の出席委員数を御報告い

たします。委員定数４名のところ、出席委

員数４名、過半数に達していますので、条

例第６条第２項に基づき、本日の審査会が

成立していることを御報告いたします。 

 なお、議事録作成のため、本日の質疑は

録音させていただきます。御了承くださ

い。 

 また、発言の際には、最初にお名前を述

べてから発言してください。御協力のほど

よろしくお願いいたします。 

 これ以降の進行は、八杖会長にお願いい

たします。よろしくお願いします。 

○八杖会長 皆さん、おはようございま

す。八杖でございます。 

 早いですね。今日からもう１２月という

ことで、ここからまた一気に今年が終わっ

てしまうのかなと思っています。 

 今年度、今日は第２回ということですけ

れども、引き続き、この審査会を続けてお

りまして、足立区は順調に進んでいるなと

いう印象は持っているところです。 

 若干、国の動きなども御説明しておきま

すと、今、第２期基本計画というのがあり

ますけれども、そこで運用の見直しのほか

に、制度そのものを見直していこうという

話になっていまして、今、法制審に向けた

在り方検討会というのが民事法務研究会の

ほうで行われています。 

 そこで取りまとめが、間もなく行われよ

うとしておりまして、３月ぐらいには何と

か取りまとめをして、それで４月移行、法

制審にという流れになっております。 

 その中では、まだどうなるかは分かりま

せんけれども、成年後見制度というのは数

だけをどんどん増やしていけばいいという

ことではなくて、やっぱり必要なものに、

限定するわけではないですが、そういった

必要なときに使える制度ということにし

て、それ以外の、成年後見以外の様々な権

利擁護策と一緒に育っていく。時には成年

後見に行き、必要性がなくなったらそのほ

かの、伴走型という言い方をしていますけ

れども、そういった支援に移行し、また成

年後見の必要が出てきたら成年後見に移行

するというような、そのような流れの方向

での取りまとめが検討されているところで
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す。 

 ですので、足立区のほうでも、今やって

いることは、その流れに反しているという

ことは全くなくて、その流れに乗るような

形で検討が進められていると思いますの

で、成年後見ありきというよりかは、どん

な制度を使って、この方の権利擁護が図れ

るかというところをポイントに置いて御検

討いただきたいということと、ほかの制度

のほうの充実、例えば日常生活自立支援事

業といったものとか、高齢、障がい、権利

擁護の策があると思いますので、そういっ

たところをどう充実させていって、また、

成年後見制度と連携が取れるようにしてい

くかという視点で、引き続き検討をしてい

けるとよいのではないかと考えておりま

す。 

 今日も盛りだくさんの内容になっており

ますが、終わりの時間は、今日は何時にな

りますか。 

○笠尾権利擁護推進係長 １２時というこ

とで。 

○八杖会長 １２時ということですね。で

は、皆さん、そういったスケジュール感で

お願いをしたいと思っております。 

 では、議題書を見ていただきまして、今

日は１番から６番までございます。議題に

従って議事を進めてまいりたいと思いま

す。 

 まず、１番の令和５年度成年後見制度利

用促進事業の上半期の実施結果について、

事務局のほうで説明をお願いいたします。

よろしくお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾です。 

 私のほうから、まず、今年度の事業計画

から説明差し上げます。資料は１－１とい

う横判の資料を御覧ください。こちら、毎

年度、高齢、知的障がい、精神障がいに分

けて、年間スケジュールをつくってござい

ます。 

 それぞれの担当から状況を後で説明して

いただきますが、高齢のほうに関しては、

困難事例検討会、区長申立審査会がごさい

ますけれども、こちらは基本は毎月１回ず

つやるということになっておりますが、例

えば６月のところは７と１２と、２つ数字

が入ってございます。９月も５と１１、こ

れ、上半期なので、９月でとどめています

けれども、実は１２月も、今日、この午

後、困難事例検討会をやるのですが、今月

も１回で終わらず、７日にもう１回という

ことで予定されているという現状で、ちな

みに、去年は１２回予定のところ１８回開

催、これは、検討する事例の数がそれだけ

多かったということです。今年度について

も、今のところ予定より３回多くやってい

るということなので、去年に引き続き、対

象となる件数が増えていると思っておりま

す。 

 あとは、庁内推進連絡会とか制度審査

会、地域連携ネットワーク協議会について

も、今のところ予定どおり開催できており

ます。 

 区民後見人については、昨年まではコロ

ナの影響を受けまして、大分スケジュール

のずれとか、公募ができないという状態に

なっておりましたが、今年度については、

ようやくコロナの影響も薄まってきました

ので、例年のスケジュールに戻すというこ

とで、そちらに書いてございますとおり

に、１２月に『あだち広報』で公募の記事

を掲載する予定になっていて、年明けで１

月に説明会をやって、２月、３月で選考す

るという、従来のスケジュールに戻して、

今年度は実施する予定になっております。 
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 引き続いて、１枚おめくりいただいて、

資料１－２ということで、こちらの表は、

区長申立審査会の審査件数の推移というこ

とで、令和２年度から今年度の９月までの

状況を数字で示したものになっておりま

す。 

 表のほうは、一番上の高齢者から、２段

目の知的障がい者、３段目の精神障がい者

ということで３段に分けてございまして、

一番下が、それを全部合計したものとなっ

ております。一番分かりやすいのが一番下

の合計の数ということになると思いますの

で、その一番下の４段目の数を御覧いただ

きたいと思います。 

 年の合計というのが、色塗りがしてあ

る、ちょっと右のほうに年合計というもの

があると思います。こちらのほうが、令和

２年度、７４、５８、８９、４５という流

れとなっております。この４５というのは

上半期のみの合計になっておりますので、

単純に２倍すると９０ということになりま

すので、昨年並みです。昨年度８９という

ことなので、今年度も昨年に引き続き、そ

れぐらいの数で推移しているということで

す。 

 ここで見て、令和３年度だけ大きく数字

が落ち込んでいると思いますけれども、こ

れについては、やはりこの年のコロナの影

響が色濃く反映されたのかなということを

考えております。 

 一番上の高齢者の欄で見ていただくと、

令和３年度の上半期合計が１６です。例年

だとここで３０件近く数があったものが、

令和３年度には１６ということで、半減し

てしまっているのです。ちなみに、その年

の下半期は３３件ということで、ほぼ例年

並みの数が出ているという状態です。です

から、この数字から見ますと、令和３年度

の上半期が、やっぱりコロナの影響をもろ

に受けて数が伸びなかった、その影響が年

合計にも表れたというような状況となって

いるのではないかなと考えています。 

 この先は、１段目の高齢者の数で見てい

ただきたいと思いますけれども、年合計の

右隣に生保という欄がございます。令和２

年度から５件、９件、２０件、１２件とい

う形になっています。こちらも最後の１２

件は、まだ上半期ですので、２倍すると２

４ということで、こちらのほうは単純に増

えているという状態になっています。 

 ちなみに、そのかぎ括弧のついた数につ

いては、生保のケースの中で、廃止が予定

されていて検討に入ったというケースにな

ります。昨年度は、２０件中１０件が廃止

前提というものになっておりましたが、今

年度については、１２件中４件が廃止前提

ということになって、その割合を考えると

大分減っている。この数が減っているとい

う意味は、廃止を前提としていないケース

が増えているということです。通常、成年

後見が就いても廃止にはならないのですけ

れども、金銭的な支援とか、そういうもの

が急遽必要になって、これが審査会に出て

きているというような数になりますので、

大きな流れとしては、廃止前提でなくて

も、本当にもう金銭支援とか、そういうも

のが必要になって後見人が就くというケー

スが増えてきていますという流れが、この

数字にも表れているのかなと思っていま

す。 

 ちなみに足立区では、現在は廃止前提と

いうことではなくて、生活保護の方につい

ては、いずれの方についても、必要があれ

ば区長申立ての対象にしますという方針

で、今のところはやっています。 

 しかしながら、平成２９年よりも前は、
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足立区としても廃止の前提の方だけですと

いう流れになっていました。この数字とい

うのは、そういうような方針の変更に合わ

せて、それがケースワーカーさんの末端の

レベルにも周知されてきたのかなというの

も、要因の１つとしては考えられていま

す。 

 ちなみに、表の右隣にある虐待というと

ころについては、足立区として虐待の対応

をしていたケースという数字が上がってい

ます。 

 あとは一番右、平均年齢というのは、そ

の年度、数字が入っているところの対象と

なったケースの本人の御年齢、それを平均

したものになってございます。ざっくりと

申し上げると、高齢者については、大体平

均年齢は８０歳とか８１歳ぐらいになって

おります。知的障がい者の場合は、やはり

ちょっと若めということで５０代ぐらいに

なっていて、精神障がい者のほうは、それ

よりはちょっと上というような数字で推移

しております。 

 引き続きまして、資料１－３ということ

で、また、１ページ、資料をお進めになっ

ていただきたいと思います。こちらのほう

は、足立区のオリジナルの数字になるので

すけれども、今申し上げた区長申立審査会

の案件が、どこから登場して話が出てきた

のか、誰が見つけたのかというのを、最終

のエピソード記録から分類をしたものにな

っております。 

 たしか前回のこの審査会で、絆のあんし

ん協力員さんの分類をという話が出ていま

したので、前は１４項目でやっていました

けれども、それを１項目、付け加えさせて

いただいて、今は１５項目ということで数

字を入れさせていただいております。残念

ながら、まだ絆のあんしん協力員さんとい

う形ではカウントは出ていないのですけれ

ども。 

 これを見ていただきますと、年度ごとの

推移で見ると、一番上と２段目にある福祉

事務所と、あと地域包括支援センターから

出たというケースが増えています。これ

は、先ほど数字で生活保護受給者の数が増

えていますよというのとリンクしています

ので、この数字から見ても、やっぱり生活

保護の受給者が増えてきているなというこ

とが分かると思います。 

 地域包括のほうは、かなりの増加率にな

っています。これ、上半期だけで１２件と

いう数が出ていますので、去年は１年通し

て１０件だったものが、１２件、今の段階

で出ているということですので、相当、去

年に比べると数字が増えたなということに

なっています。 

 逆に減少しているというのが、中ほどよ

り少し下にある介護・障がい施設の関係で

す。これは、昨年度２０.２％から今のとこ

ろ８.９％ということになって、この原因に

ついては、私自身も確認してみたのですけ

れども、要因ははっきりしないのですが、

ただ、昨年度のこの数がどこから出たのか

というと、高齢の施設からの通報とか発見

というのが８件あったのですけれども、今

年度については、今のところ、そのケース

が０件ということになっていますので、こ

の辺りがこの数字に大きく影響しているの

かなと考えてます。 

 引き続きまして、１枚おめくりいただい

て、これは、うちの権利擁護推進係で、電

話による相談を受けた件数とその内訳とい

うことでやっております。これは、令和３

年度までは、こういう統計は全然取ってい

なかったのですけれども、令和４年度にな

ってから、この統計と、あとは数字だけで
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はなくて内容についても全てエクセルで記

録をしております。それを記録することに

よって、自分自身もこういうことがあった

ということが分かりますし、あとは、いろ

いろな傾向を分析することが可能になりま

すので、多分、同じ方から何回か問合せを

受けることとかありますので、そのときに

前回の記録とかはもちろん、エクセルです

ので瞬時に参照して対応ができるというこ

とで、４年度からこれをやり始めているの

ですけれども、そういう意味では、先ほど

の区長申立てみたいに数の推移という分析

はまだできてない状態ですが、おおむねこ

のように、上半期で、今年度について８３

件ということですので、年間通すと１５０

件とか２００件とか、それぐらいの数にな

る御相談が、実際に権利擁護推進係に来て

います。これは、実は思っていたよりも数

字が多いなという印象でございます。 

 大体どういう方から来ているかという割

合としては、やはり多いのは、相談者とし

て御本人、親族関係の数字が多いかなとい

う形になっていて、御相談としては、成年

後見制度に関すること。あとは後見人さん

の方からは、やはり助成制度に関するお問

合せが多いという状況になっています。 

 そんな中でも、エンディングノートのお

問合せも８件、９.６％ということで計上さ

れていますが、このエンディングノート、

実はここに書いてある数字以上にものすご

いお問合せを受けています。ただ、その内

容が、どこでもらえますかとかそういうす

ぐに答えられるような内容がほとんどでし

たので、８件のほかには、そういうような

簡易なお問合せが相当数、この５月以降、

あったということは、申し添えておきま

す。 

 権利擁護推進係から、上半期の集計とし

ては以上となります。 

 引き続きまして、権利擁護センターあだ

ちから説明をお願いいたします。 

○山本権利擁護センターあだち課長 権利

擁護センターあだちの山本と申します。よ

ろしくお願いします。 

 資料１－５を御確認いただけたらと思い

ます。ここから５ページ分ということで、

御報告をさせていただきたいと思います。 

 まず、相談受付状況ということになりま

すが、上半期９月末までの実績ということ

で記載しております。昨年よりも少し増え

ているかなというような状況ではあります

が、どこの項目が特別増えたとかというこ

ともなく、全体的な割合として増えている

というような状況です。その下に米印でカ

ンファレンスの参加は６３回ということで

あります。 

 ２番、地域福祉権利擁護事業からの移行

ということで、これ、昨年度は１年間通し

て３件だったのですけれど、今年度につい

ては、上半期の時点で既に３件、地域福祉

権利擁護事業から成年後見制度への移行が

図られたケースがありますので、一応御報

告させていただきます。 

 ページをおめくりいただいて、権利擁護

センターのほうは、主に啓発だったり、

今、実績で申し上げた相談受付、相談支援

の業務のほかに、制度の周知・啓発とか研

修業務も行っておりますので、ここから先

はその辺の報告をさせていただきます。 

 ３番目です。成年後見制度に関する相談

会の実施ということで、（１）から（３）

まであります。（１）、（２）につきまし

ては、毎月１回開催しております無料の相

談会ということで、４月から９月までの実

績ということでやっています。原則１か月

の、１回につき２枠のお申込みを受け付け
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させていただいて、弁護士の先生、そして

司法書士の先生に相談に乗っていただいて

いることになるのですが、時によっては相

談件数が多く、３枠目も何とかお願いして

相談に乗っていただいていることも、月に

よってはあったりするところです。 

 （３）番、今年もリーガル・サポートの

共催ということで、１０月７日土曜日に一

斉相談会ということで実施をしています。

事前予約２４枠のうち、申込みは満杯に埋

まっていたのですけれども、当日、急遽キ

ャンセルということで、最終的には２２

組、２５名の方に相談にお見えになってい

ただいております。 

 続きまして、次のページに行きまして、

周知の部分で言うと、出前講座とか視察の

対応についても権利擁護センターで受けて

いるところです。上半期の部分について

は、こちらの表のとおりとなりますが、本

当に成年後見制度の概要を説明してほしい

というような入門的な出前講座の御依頼か

ら、後ほどまた御説明しますが、八杖先生

にも講師としてお話しいただく、成年後見

制度などの制度につなぐまでの関係機関の

関わり方、金銭管理支援についてというこ

とのお話がやっぱり多いというところで、

うちの職員のほうで、主任介護支援専門員

向けにそういったお話をさせていただくよ

うなこともあったりします。 

 あとは権利擁護センターのほうで独自で

やっております高齢者あんしん生活支援事

業という身元保証を中心に行う事業なので

すが、それについての老い支度を絡めた講

座への出前講座、講師派遣だったり、他自

治体社協からの視察対応ということで、そ

ういったこともあったりします。 

 続いて、５番目です。後見人連絡会の開

催ということで、後見人さん、皆さん、そ

れぞれ専門職の方、区民後見人の方々に御

参加いただくような形で、毎年度３回実施

しているうちの、一部、下半期にもかぶっ

ているところではありますが、２回、既に

終えております。 

 今年度は、どちらも司法書士の副委員長

の矢頭先生をはじめ、この「民法の改正に

伴う後見実務への影響について」というテ

ーマでお話をいただいたり、あと、つい先

日、１１月１７日には、「民事信託と成年

後見制度」ということで、司法書士でいら

っしゃりながら民事信託士というお資格も

お持ちの山﨑先生にお越しいただいて、仕

組み、特徴、違いなどについてお話をいた

だいています。 

 ６番目、区民後見人の養成ということ

で、先ほど笠尾係長からありましたとお

り、今年度、最終的に合格となった方につ

いては、２名の方がいらっしゃるのですけ

れども、公募については一昨年行われたも

のということで、令和３年度の今ぐらいの

時期に募集をかけて、応募してくださった

方、その方々を面接、論文などを経て、最

終的に実務研修を経て合格された方２名と

いうことになっています。 

 今年度最後の座学の研修ということで、

区民後見人さんが、いざ活動するときの中

身の部分とか、監督人として権利擁護セン

ターが就きますので、どういった形で連携

していくべきかみたいなことを、最終的な

研修ということで開催させていただきまし

た。 

 次、ページをおめくりいただいて、ここ

もまた実績部分、権利擁護センターが相談

して各制度に流していくだけではなくて、

一部、制度とか支援の受け皿として行って

いる事業の実績になるところで、区民後見

人さんが実際受任された際の後見監督の受
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任ということで、今年度については上半

期、監督開始が２件、終了が８月に１件と

いうことで、今現状、上半期末の時点で９

件の後見監督を実施しております。 

 区民後見人さんの方々の交流会もやって

おりまして、上半期には１回、意見交換会

ということで、コロナも大分終息してきた

時期になりますので対面で実施して、１３

名の方に参加いただいたということです。 

 ９番は、区長申立ての案件における緊急

事務管理の実施件数ということで、今年度

は、やや落ち着いているところがありまし

て、上半期の時点で４件の実施ということ

です。 

 １０と１１については、成年後見制度と

は直接ではないのですが、権利擁護センタ

ーで支援の受け皿として行っている地域福

祉権利擁護事業と、先ほどもお話しした高

齢者あんしん生活支援事業、２つの事業の

相談件数とか契約件数の推移となっている

ところです。 

 最後のページです。ページをおめくりい

ただいて、今後の予定ということになりま

す。先ほどお話しした八杖先生に講師とし

て、ケアマネさん向けに動画を配信する予

定で、今、鋭意、動画の編集を進めている

ところでございますが、１２月１１日から

２０日までの期間、動画配信ということで

実施予定になっています。 

 それから、親族向けの講座ということ

で、親族で後見人をなさっている方、ある

いはこれから親族として後見人をやろうか

どうか迷っているというような方々に対し

て、ぱあとなあ東京の福田先生に講師とな

っていただいて、親族向け講座というのを

開催する予定です。 

 あと、これも毎年行っていますが、自治

体職員向けの成年後見制度活用講座という

ことで、これは弁護士の森川先生のほうに

お願いする予定となっています。 

 （２）番、後見活動メンバー交流会の開

催ということで、上半期に意見交換会で１

回実施したものの、今年度第２回目の部分

ということで、これもぱあとなあ東京の社

会福祉士の和賀井先生のほうに、昨年も行

った、意思決定支援をどう考えるかという

ことを行ったのですが、今年度第２回目の

パート２ということで、和賀井先生にお話

をいただく予定となっています。 

 最後、後見人連絡会、今年度１回目、２

回目は、それぞれリーガル・サポートの司

法書士の先生、矢頭先生はじめ山﨑先生に

お話をいただきましたが、３回目は年明け

２月を予定していまして、主に誰か講師の

先生を立ててお話をしていただくというよ

りは、この間、ずっとコロナでできていな

かった対面での意見交換、情報交換を中心

に行う予定となっています。 

 どうしても行事が下半期に寄ってしまう

ところもあって、駆け足での御説明となっ

てしまいましたが、権利擁護センターのほ

うは以上となります。 

○笠尾権利擁護推進係長 引き続いて、知

的障がい者の状況について、小川係長のほ

うからお願いします。 

○小川虐待防止・権利擁護担当係長 障が

い福祉課の小川です。よろしくお願いしま

す。 

 資料１－１、全体的な推進事業計画の中

の知的障がいの部門のところで、ここには

４つ書かせていただいているところです。 

 １つ目の小規模講座、あいのわ福祉会と

いうところの、これは、前回のときにもお

話をしたかと思いますが、矢頭先生に講師

となっていただいて行ったものです。 

 それから、あだちの里という知的障がい
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の母体の法人にアンケート調査というのを

やりました。これは、その後の（３）の議

題のところでもあるので、詳細はそこでお

話ししたいと思います。また、今後の予定

ということで、今月、事業者支援者向けの

学習会というのを予定しています。これ

は、６月２９日の小規模講座のあいのわ福

祉会でやった主任さん、施設長さん向けの

講演を、座学を中心としたものだったので

すけれども、その法人の中で、１つの事業

所が、ちょっとうちでざっくばらんに学習

会をしたいというお話しがあり、これは

我々のほうでやろうと思っています。 

 それから、１月１２日に、あだちの里小

規模講座というふうに書いていますが、こ

れは後ほど説明しますが、あだちの里のア

ンケート調査を受けて、新たに、この法人

の中でやらせていただくというものです。 

 ここには書いてないのですけれども、障

がい福祉課の援護係向けに、虐待防止等と

抱き合わせで成年後見のお話もさせていた

だいたものが、一応、前期のところでやら

せていただいた実績としてはございます。 

 資料１－２で、区長申立てのところで、

今年度も、上半期のところで６件というこ

とで、前年度と同じぐらいかなという状況

です。 

 今年度、６件の中の２件ぐらいが、軽度

の方の知的障がいの方の課題ということで

区長申立てをさせていただきました。今ま

で、どちらかというと、施設入所されてい

る方が、御本人も高齢ですけれども、親御

さんも高齢になってとか、預貯金がいっぱ

いたまってきて、支援者がいなくなってと

いうものが多かったのですが、５月だった

と思いますが、２件行ったケースはお若い

方で、問題を抱えていらっしゃって、御家

族からも半ば見放されたような状況で、今

後の生活を考えていったときに支援者が必

要だということで、上がってきたケースが

ございます。今まであまりなかったケース

だったので、その２つのケースについては

非常に特徴的でした。 

 問題ケースということで、候補者の手が

挙がらなくて大変だったのですけれども、

つい最近ですが、後見人さんが選任された

ということで、私たちもほっとしていると

ころです。その辺りが特徴的なことかなと

思っています。 

 冒頭のところで八杖先生から、制度その

ものの見直しの検討とか、いろいろなこと

を考えていきますよ、その根本にあるのは

権利擁護支援がメインですよというような

お話が改めてあったと思うのですけれど

も、知的障がいの方の成年後見制度の利用

というのは、精神の方にも共通するところ

ではあるのですが、親御さんがメインで今

まで金銭管理も、いろいろなことをやって

いたのが、どこかの時期で、それは親御さ

んから成年後見人に託していきましょうと

なると、そこの難しさというのが高齢のケ

ースとは全然違うなと、本当に強く実感し

ているところです。 

 資料１－３の区長申立審査案件発見のき

っかけというところで、高齢部門では例え

ば地域包括支援センターが多いというのは

すごく分かりやすいのですが、障がいでは

地域包括支援センター機能を担うところは

ないのです。ケアマネジャーにあたる相談

支援事業所というのはあるのですけれど

も、ケアマネジャーと相談支援専門員は現

実的には全然違います。地域の中で知的障

がいの方に色濃く関わる人というのが、通

所施設等に限られてしまっているのが現実

です。その辺りを考えたときに、今後、問

題ケースだけではないのですけれども、い
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ろいろなところで権利擁護支援ということ

をどうやって考えていくんだろうかという

のが、課題になっていると、こういう関わ

りをしている中で強く感じているところで

す。 

 取りあえず、上半期の実施結果という部

分では以上でございます。 

○笠尾権利擁護推進係長 引き続いて、精

神障がい者の状況について、秦課長のほう

からお願いします。 

○秦課長 中央本町地域・保健総合支援課

の秦から、精神障がいの部分についてお話

しさせていただきます。 

 資料１－１の部分で、一番右の精神障が

いと書いてある枠で、小規模講座と保健師

向け講座になります。 

 まず、小規模講座ですが、現時点で開催

終了しているのは、１１月２４日の障がい

者の相談支援事業者向けの、相談支援員さ

ん向けの講座になります。社会福祉士をお

呼びして、成年後見人制度のお話をしてい

ただきました。大体３０人以上の方に出席

いただいております。 

 今後は、１月１９日に、家族者向けの講

座として、家族の方々に対して成年後見人

制度のお話をしていただく予定でおりま

す。受講者数は約３０名程度を予定してい

ます。 

 保健師向けの講座は７月１０日、もう既

に開催終了していますが、こちらのほうも

成年後見人制度の研修会として、１１名の

保健師を対象に講師として権利擁護の職員

をお呼びして、成年後見の制度または申立

手続についての知識の再習得と再確認をし

ていただくような研修をさせていただきま

した。 

 成年後見制度のほうは、相談先の１つと

して保健師もしっかり担っているという認

識を持ってもらえたと感じておりますが、

今後ともいろいろな制度が変わってきます

し、新しい職員も増えてきますので、こう

いった研修は継続していく必要があると考

えております。 

 資料１－２の部分でのお話もあったの

で、精神障がい者のほうの審査件数の推移

ということで、今年度、今の時点では０件

となっております。これがそもそも全くな

いということではなくて、対象者が全くい

ないわけではなく、保健師にも相談はある

のですが、親族または本人のほうで申立て

をしているケースが多いと聞いておりま

す。 

 私からは以上になります。 

○笠尾権利擁護推進係長 議題１について

は、報告は以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございました。 

 多方面から様々な御報告をいただきまし

たが、委員の先生方から御質問や、あるい

は御感想も含めてコメントを少しいただき

たいと思いますけれども。今日は順番に聞

いていってもいいですか。 

 矢頭さん、どうですか。 

○矢頭副会長 感想としては、コロナが明

けて、それで本来あるべき姿に戻りつつあ

るということが概観できたのかなというこ

とと、資料１－３の中で、福祉事務所と地

域包括支援センターに集中しつつあるとい

うところ、これをどう捉えたらいいのか。

福祉事務所は生活保護案件が増えていると

いう御説明でしたが、地域包括支援センタ

ーに増えているというのは、１ついい捉え

方をすれば、成年後見制度の地域の取組の

中での地域包括支援センターの役割という

ものが認知されて、そこに情報が集約され

つつあるという捉え方もあるのですが、一

方において、多様性というのですか、きっ
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かけの多様性が失われていないだろうかと

いうようなところも、若干危惧されるとこ

ろです。最終の通報案件ということですか

ら、地域包括支援センターに集まって、そ

こで集約されていくということは、本来あ

るべき姿なのだろうなとは感じたところで

す。 

 それと、ここでお話ししていいかどうか

分からないのですが、冒頭、八杖会長から

在り方研究会の議論の話が出ていまして、

その中で、いろいろ多方面の議論がされて

いる中で、様々な論点がどっちに転ぶか全

然まだ分からないような状態なのですが、

ただ１つだけ、多分、何らかの形で改正さ

れるだろうなという論点が、有期になると

いう。期間が、もう一度始まったらやめら

れないということではなく、きちんと有期

の形になるというところが盛んに議論され

ているので、これは何らかの形で実現され

るのではないかなと。 

 そう思ったときに、成年後見制度から変

わる、一度課題が解決されて、それで何ら

支援がない状態で放り出されるということ

がないように、別の制度、社会資源によっ

て支援をされている形が望ましいわけなの

ですけれども、まだ議論を始めるというと

ころの段階ではないのかもしれませんが、

国の事業で持続可能な権利擁護支援事業が

スタートはしているので、何となくいまい

ちという感じみたいなので、ここが長期的

な課題になってくるのではないのかなと。

例えば地域福祉権利擁護事業の数ですと

か、あんしん生活支援事業の数を見ます

と、ここがそれらの受け皿に全面的になる

ということも難しいだろうということを考

えると、長期的に考えていかなければいけ

ないのだろうなと思った次第です。 

 その出発点として、条例の、この審査会

における設置目的と、その所掌事項からす

ると、それらの成年後見制度の隣接制度の

問題をここで議論することが、若干ここで

ふさわしい問題なのかどうかというのがど

うなのかなとは思ったのですけれども、少

なくとも、結果的に狭間に落ち込んでうま

く進まないということがないように、この

辺りから手をつけていくというところは必

要なのかなと感じました。 

 以上です。 

○八杖会長 続いて、大輪さん、いいです

か。 

○大輪委員 はい。ありがとうございま

す。 

 困難事例検討会の回数が年々増えてきて

いるところですが、入り口だけではなく

て、既にやっているケースのモニタリング

とか、出口の困難ケースというのをいろい

ろなところで聞いています。この困難事例

検討会の在り方を、もう少し幅を広げて、

モニタリングや、今後リレー方式というの

も出てくるときに、検討されるということ

も増えてくるので、ボリュームがもう少し

増えたらいいなと感じました。 

 また、知的障がいから、自分たちのとこ

ろでは地域包括支援センターに代わるよう

な障がい者支援センターというような所が

なかなかないという中で、足立区の地域包

括支援センター、スーパー包括の力がある

と聞いていますので、例えば８０５０、８

０５０の問題の陰には、５０だけではなく

て、３０とか２０が実は隠れていること

を、相談などをしていると認識します。地

域包括と連携することで、障がいの方の相

談というのも柔軟に対応できるのではない

かなと感じました。 

 私からは以上でございます。 

○八杖会長 髙木さんもお願いできます
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か。 

○髙木委員 公証人の髙木でございます。 

 本日の御報告を聞きまして、足立区が全

体として成年後見制度の推進・定着に向け

て、前向きに積極的に取り組んでいるとい

う印象を受けました。 

 私のほうからは区民後見人の関係をちょ

っとお伺いしたいのですが、現在２人を養

成しているとのことですが、権利擁護のほ

うでつくっていただいた、８番で後見活動

メンバーの交流会というのがあったという

ことなのですけれども、１３名参加してい

て、この方たちが、どのような気持ちを持

っているか。というのは、まだ成年後見人

になる数というのは実際には少ない。とな

ると、自分がなりたいと思っているのか、

それとも、経験しないとやっぱり不安が多

いと思うのです。そういう気持ちの中で、

今、この人たちがどういう立場にあるのか

なというのをちょっとお伺いできればと思

いました。 

○山本権利擁護センターあだち課長 あり

がとうございます。権利擁護センターあだ

ちの山本です。 

 現状２９名の方が区民後見人として名簿

登録をしていただいている中で、実際に受

任しているのが９件ということで、残り２

０人の方は、まだ現状、今の時点では受任

をされていない状況でいらっしゃるという

ことです。ただ、過去に、１件、２件、受

任した経験が、今、受任していない２０人

の方の中にはある方もいらして、特にそう

いったベテランの方々、昔から登録して、

今もなお登録を継続されている方々につい

ては、案件が来れば受任可能ですというふ

うにお話をいただいている方が、どちらか

というとベテランの方のほうは多いかなと

感じています。 

 ただ、登録が浅めの人たち、特にそれで

受任を１件もまだしていないという方々に

ついては、どうしてもやっぱり、今、髙木

先生がおっしゃったように、経験がないが

ゆえの躊躇みたいなところがあるのは実際

のところで、先月も区長申立審査会、区長

申立ての案件の中で区民後見人さんがどう

かというような案件があったところで、３

年前に登録した方に、まだ未受任の方なの

ですけれども、そろそろいかがですかとい

うふうにお声がけをさせていただいたので

すが、やっぱりまだ自信がないというよう

なお話をいただいたり、その方は地域福祉

権利擁護事業で生活支援員としての業務は

ずっと継続してなさっているのですけれど

も、１人で後見人として受任するというこ

とに対しては、本当にまだハードルが高い

ですというような形で、ちょっとそこを何

とかもっと引き出していくような、権利擁

護センターの語りかけみたいなものも必要

なのかなということは感じています。結

果、その区長申立ての案件で上がった区民

後見人さん、適正のケースについては、今

年度登録されたお二人のうちのお一人に、

受任していただくという状況になっていま

す。なので、モチベーションをいかに継続

する、それから上げていくというところを

仕掛けていくかというのが権利擁護センタ

ーの、区民後見人さんに関しての課題とい

うふうに捉えているところです。 

○髙木委員 ありがとうございました。 

 区民後見人は、初めは数を増やすという

ことで、我々も含めて積極的に取り組んで

きたのですけれども、今後、需要と供給と

の関係で、せっかく区民後見人に努力して

なったのに、何でやらせてくれないのとい

うことが出てくるのかなという気がしてい

るのですが、そこら辺はいかがでしょう。 
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○山本権利擁護センターあだち課長 今の

段階では、何でケースの依頼が来ないのか

みたいなことの直接的なお話は受けてはい

ないのですけれども、特に、これからまた

コロナ前の状況に戻って毎年要請を重ねて

いくとなると、人数がどんどん増えていく

に当たって、では区民後見人さんをどう活

用していくかというところが課題になるの

かなとは思っているので、できるだけ受任

につながるようにはしていきたいと思って

います。 

 一方で、区民後見人さんが受任する際

に、必ず監督人として我々権利擁護センタ

ーの職員が就く形になるので、こちらセン

ター側のマンパワーのほうについても、事

務量の軽減がどこに図れるのかというよう

なことを、区民後見人さんの受任が増えれ

ば増えるだけ、監督人としての役割も増え

ていくという形になるので、そのバランス

をどういうふうに取るのかというのは、や

っぱり少し検討していかなくてはいけない

部分になるかなとは思っています。 

○髙木委員 ありがとうございます。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 私も最後にちょっとだけなのですけれど

も、まず形式的なところで、資料で、本当

に充実した資料を作っていただいているか

と思いますが、発見のきっかけで出てくる

人たちとその後の相談者で出てくる人たち

が、項目として同じではないのです。だか

ら、これが何となく相談する方と発見され

る方の関連性みたいなのが分かるように、

項目をそろえることができるところは、ケ

アマネジャーとか、そろえていただいたほ

うが、よく内容が分かるようになるのでは

ないかなと思ったのが１つです。 

 それから、権利擁護センターあだちさん

の御報告があるのですけれども、中核機関

としての業務委託の内容と、それ以外と、

両方含まれているという形なのですか。そ

れとも中核機関としてこうだということの

御報告なのでしょうか。そこがちょっと分

かりづらいなと思いまして。せっかく中核

機関という名称を使って立ち上がっている

ということを踏まえると、中核機関とし

て、こういうことをしているという御報告

をしていただけると、この審査会ではいい

のかなと思いましたのと、それとは別に独

自のことであるとか別の委託とか、そうい

ったこともあるのであれば、ちょっと分け

て書いていただくということをしていただ

けるとよろしいのかなと思いました。 

 全体的な感想としては、非常に皆さん、

本当によく考えながら進めていただいてい

る、それぞれ、その中で課題が生じて、ど

うしようかということを考えながら、立ち

止まりながらしているというのが大変よく

分かってよかったなと、今年度もすごく頑

張っていらっしゃるというのをひしひしと

感じたところではあります。 

 先ほどお話がありましたとおり、高齢分

野と知的障がいと精神障がいとでは、同じ

部分もあるのだけれども、違うこともたく

さんあって、成年後見制度も、どの段階

で、どういう必要性で行うのかというのは

やっぱり違うのだなというのは感じている

ところです。 

 それとの関連で、成年後見制度以外で同

じように権利擁護支援を図っていける制度

も、それぞれの分野であって、それも違う

のだと思うのです。特に精神などは、件数

が、成年後見という形だと少なくなるので

すけれども、それは当然のことであって、

これを増やしていくということでは全然な

いと思うのですが、精神では、成年後見で

ない支援としてどんなものがあって、それ
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と成年後見がどう関係しているのか、連携

が取れるのかとか、何となく精神分野で成

年後見制度を利用促進していくためという

テーマにはなりますけれども、どんな方法

があって、どんなやり方があってというの

を、何かもう少し詰められるのではないか

なという感じは感想として持ちました。 

 例えば地域福祉権利擁護事業ですと、精

神の方の利用の方がすごく増えてきている

というような御報告もあるようで、そうす

ると事業の活用の可能性というのが、精神

のほうでは、もっとテーマになってもいい

のかなと思いましたし、それと成年後見と

も連携をどうするのかみたいな、何となく

その分野分野でも、使うタイミングとか、

テーマが違うのであれば、そこをもう少し

考えてみると、次のステップに行けるのか

なという気もしました。 

 その中で、先ほど大輪さんが言っていた

だいたように、またがって使えるというよ

うな制度とか、そういったものもあると思

いますから、そんなことも意見交換がこの

場でさらにできたらよいのかなと思ったと

ころです。 

 すいません。ちょっと中途半端なコメン

トになってしまいましたが、私からは以上

とさせていただきます。 

 今の各委員からのコメント等について、

何か御意見や御質問等あったらお願いした

いと思います。いかがでしょうか。 

 笠尾さん、お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長です。 

 大輪委員からお話があった困難事例検討

会の内容については、令和４年度の開催か

ら八杖井先生に御参加いただいていて、後

見人としての視点から、この内容について

御指摘をいただいて、それに合わせて随時

改善をしています。 

 それとともに、この後の議題でも出てき

ますけれども、そこに行くに当たっての

様々なチェック事項とか、そういうものも

随時見直しながら、後見人さんにとっても

我々にとっても効率のよいやり方をという

ことで随時検討しているところです。 

 よろしくお願いします。 

 それから、八杖先生からありました検討

事項については、特に条例とかに縛られる

ということではなくて、制度上の課題であ

っても、ソフト上の課題であっても、随時

そういうことをこの会で話し合っていけれ

ばいいのかなと考えています。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。 

 ほかいかがですか。 

 よろしいですか。 

 では、議題１は以上とさせていただきま

して、続きまして、議題２に参りたいと思

います。「前さばきチェックシート」、

「引継ぎ時の確認事項」の見直しについ

て、事務局のほうから御説明をお願いでき

ればと思います。よろしくお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の笠尾です。 

 議題の前さばきシートといっても、皆さ

ん、分からないと思いますので、資料２－

１を御覧いただきたいです。こちらは、区

長申立て（高齢者）の流れについて表にま

とめたものとなっております。 

 前さばきシートはどこで出てくるのかと

いうと、その左側の上から３番目ぐらいの

色のついたところに、前さばき会議という

ことでチェックリスト作成というふうにあ

ります。ここに、議題に上がっているチェ

ックリストは、ここで使うチェックリスト

のことになっています。引継ぎのほうは、
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皆さんもうお分かりになっていると思いま

すので大丈夫かと思います。 

 ざっくりと、この表で説明しますと、対

象となる方が、地域包括、基本的にはいろ

いろなサービス機関とかいろいろな方から

通報を受けて包括さんに集まると先ほども

矢頭先生のほうからありましたけれども、

ですから基本的には包括からこの話が出て

くるということにはなると思いますが、話

が出た段階で、その横の高齢援護係、基幹

包括、あとは権利擁護センターあだち、あ

とは権利擁護推進係、我々も、いろいろな

御相談とかを受けながら、この話を進めて

いくということになります。 

 生活保護のほうは、またちょっと違うル

ートになって、ここに併記でしてあります

けれども、こちらは福祉事務所と生活保護

指導課さんのほうで話合いをしてやってい

ただくという流れになっています。 

 そこから登場してきて、生活保護以外の

ケースについては、その次に、前さばき会

議というのにかけられます。ここで区長申

立てに進める案件かどうかというのを様々

な項目をチェックして、あと足りない資料

とか、これをそろえてくださいとかという

ようなこともこの中でやった上で進めるこ

とになります。それを通過した後で、この

困難事例検討会という流れになっていま

す。この困難事例検討会からは、生保のケ

ースについても、ここから登場してくると

いう形になっています。 

 ここでは、先ほど申し上げたとおり、こ

の会に八杖先生が今現在、参加していただ

いて、一緒に検討させていただいておりま

す。 

 それを経て、また様々な調査を重ねて、

その次に区長申立審査会という形になりま

す。こちらの審査会については、区の管理

職が参加して、区として、区長申立てをす

べきかどうかという最終的な判断をここで

やるという会議になっております。 

 過去の経験からいうと、この区長申立審

査会で通過したものについては、ほぼ全て

申立てにつながるという形になっていま

す。ほぼというのは、状況が変わる方と

か、あとはお亡くなりになる方が一部いら

っしゃるので、そういう言い方をさせてい

ただいております。 

 冒頭、私が表で説明した数については、

この区長申立審査会というものの数で、こ

こまでの推移を分析する資料としての数字

としては、ここにかけられた数を使ってい

ます。なぜなら、それは、ここから区長申

立てにつながるまでに、大分タイムラグが

生じてしまいますので、リアルタイムでの

数字の把握が難しくなってしまうのです。

申立てまでに、ここから、場合によって

は、１か月とか２か月とかかかると年度を

またいでしまうことや、いろいろなことが

あって、そうするとその年度の動向とかを

表すのが難しくなってしまいますので、動

向を確認する数字としては、この区長申立

審査会の数として、毎回御報告させていた

だいております。 

 審査会を通って申立てをしたものについ

ては、申立てをする際に候補者を挙げなけ

ればいけませんので、それの前段として、

現状では弁護士さんと、司法書士さんと社

会福祉士さん、それぞれの団体に候補者依

頼をかけるという形になっています。どの

団体に上げるかというのは、この区長申立

審査会の中で最終的には決定しています。 

 それが決まった段階で、次は顔合わせと

いう手順になっています。よその自治体で

は、何かこれがないところもあるというふ

うに聞いていますけれども、足立区のほう
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では、問題がなければ全て、この時点で一

度顔合わせして進めております。 

 場合によっては裁判所で鑑定してくださ

いということが入ることもありますけれど

も、基本的には、その後は、裁判所のほう

から審判が出て後見人が決まりますので、

そうすると後見人に引き継ぐという流れに

なっております。 

 この流れを御理解していただいた上で、

議題の本題のほうに入りますので、本題の

ほうは、基幹包括の花本課長から説明をお

願いいたします。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 基幹地域包括支援センターの花本で

す。よろしくお願いいたします。 

 資料２－２を御覧いただきたいのですけ

れども、このお話をする前提の話として、

後ほど、また笠尾係長のほうから御説明が

あるかと思うのですが、資料４の中で、１

年前から成年後見制度の利用促進に関わる

いろいろな課題と目標というのを整理して

いただきました。この中で、４ページの区

長申立てに関して、現場で感じている課題

として、区長申立ての必要性や処遇の方針

がきちんと立てられないまま困難事例検討

会に上がってしまっている状況が確認され

ました。これまでも前さばき会議は、この

チェックシートに基づいてやっていたので

すが、昨年度から八杖先生が困難事例検討

会に入ってくださったこともありまして、

いろいろと私たちが少し足りない点という

ことも明らかになってきたので、今回、こ

の前さばきのチェックシートを少し改変す

ることによって、より困難事例検討会でき

ちんと議論に乗せられるようにするための

改正を行ったところです。 

 多分、皆さんにお見せしたことがないと

思いますので、ざっくり説明をさせていた

だきますと、先ほど笠尾係長からお話があ

ったとおり、前さばき会議というのがあり

まして、そこには包括支援センターと高齢

援護係と基幹までは一応、基本のメンバー

としてありまして、あとは御本人の状況に

よってケアマネジャーさんが入られたり、

ショートステイの職員さんが入られたり、

あと緊急事務管理が入りそうであれば権利

擁護センターの職員に入ってもらったりと

いうようなことをして、その都度、検討を

しているところです。 

 大きくは、このケースが区長申立てをす

る以外にほかに方法はないよねという確認

と、申立てに当たっての金銭管理とか、収

入とか資産の状況と、あとは今後の処遇方

針のところを確認するようなものになって

おります。ですので、御本人の判断能力が

医学的な見立てに基づいてきちんと精査さ

れているかどうかですとか、親族の状況と

して、ほかに申立てができるような親族が

いるかいないかとか、もしいらっしゃった

場合に、その人が何で申立てができないか

というようなことを確認しております。 

 それから、金銭管理や収支状況、資産状

況の中で、区長申立てをしなければいけな

いような状況になっているかどうか、課題

が何かということを確認するようなものに

なっております。 

 それから、御本人に対して利用意向の確

認ですとか、最終的に一番大事な処遇方

針、申立てまでの課題と、どういったこと

を後見人さんにお願いしていくかというよ

うなことをきちんと前さばきの段階である

程度確認します。この段階で、まだ不十分

なところがあれば、困難事例検討会にかけ

る前に、そこをもう一度、皆さんで役割分

担をして、整理をします。包括支援センタ

ーのほうで関わっているケースについて
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は、このようなチェックを行ってから困難

事例検討会にかけるような内容になってお

ります。 

 今回、これを年度の前半で少し修正しま

して、９月ぐらいから、各前さばきで使っ

てもらっていて、かなり細かい内容ですけ

れども、基幹の職員や高齢援護の職員が、

これを説明しながら包括さんとも一緒に使

わせていただいて、おおむね包括さんのほ

うでも、これで問題ないということで、現

在試行中としながら、もうほぼほぼ、今、

実務的に使っているようなところです。 

 前さばきのチェックシートについては以

上となります。 

 続けてよろしいでしょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 続いて、お願い

します。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 そうしましたら、続けて、資料２－

４を御覧いただければと思います。成年後

見制度ネットワーク協議会のほうでも、後

見人さんからも、ケアマネジャーさんや施

設の方からも、双方の役割の認識不足です

とか、そういったことも課題として見られ

ました。そこで、足立区では顔合わせ会議

と引継ぎ会議、２回の会議がありますの

で、その場で一堂に顔を合わせたときに、

チーム支援の助走期間といいますか、そう

いう会議ができればなと思っておりまし

て、そのときにどういったことを共有する

のかを、標準様式として、こんなものが確

認できればいいかなということで作ったも

のになります。 

 情報がこれだけ全部そろっている人はな

かなかいませんので、この中で必要なもの

とか、もちろんこういう情報が全然取れな

いような方も中にはいらっしゃるので、可

能な限りというところではあるのですが、

理想的なところになってしまうのですけれ

ども、項目を作成させていただきました。 

 先日、ネットワーク会議の中でも、後見

人さんやケアマネジャーさん、施設の方に

も御覧いただいて、御意見いただいたとこ

ろも少し追加させていただいたもので、こ

ちらは提出しております。 

 まず、顔合わせ会議ですけれども、顔合

わせ会議の段階では、まだ後見人さんは候

補者になりますので、当日の資料は回収さ

せていただくのですが、内容としては、区

長申立審査会の資料をベースにしまして、

なぜ申立てに至ったかという、その経緯の

御説明とか、御本人の人となりですとか、

虐待があったときはその認定の有無ですと

か、あと御本人のコミュニケーションの留

意点などを確認させていただいておりま

す。 

 それから、御家族の状況ですね。虐待の

事例のときには、その御家族さんにどうい

う対応姿勢で関わっていくかということも

確認をしております。 

 区長申立てはできないけれども、医療同

意はできるよという場合も結構ありますの

で、そういった方がいらっしゃるかどうか

ということも確認をしております。 

 それから、現在までの課題ですとか、こ

れからの支援方針や目標等を確認しており

ます。 

 それから、これは裏面に行くのですけれ

ども、後見業務に関しては、現在の金銭管

理状況ですとか手続状況、後見人さんが就

いたときに想定される後見業務などをお伝

えしております。 

 チームについては、現在関わっているチ

ームメンバーがどういった人たちが関わっ

ていて、どのような役割を持っているか、

御本人とどういう関係性があるかというよ
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うなことを顔合わせ会議の場でお伝えがで

きればと思っております。 

 引継ぎ会議につきましては、そのまま資

料は引継ぎ用として後見人さんに配付でき

るような形で考えております。顔合わせの

会議で、おおむね御本人の状況などはお伝

えできておりますので、御本人の状況につ

いては、それ以降の変化があればお伝えし

ます。それから、特に後見人さんが就いた

後にどういった動きをしていくかというこ

とを具体的にお伝えしていくのですけれど

も、例えば御家族さんで連絡を取ってほし

い方とか、連絡先とか、取ってはいけない

方とか、そういったことも含めて御家族さ

んの状況をお伝えしたりですとか、よく虐

待事例においては、面会制限をかけている

ような場合もありますので、そういった面

会制限をどういうスタンスで続けていくの

か、もしくは終了するときのモニタリング

をどういうふうにするのかといったこと

も、具体的にそこで確認ができればと思っ

ております。 

事務的なところでは、措置から契約への

タイミングですとか、あとは医療同意の部

分の確認ですとか、レアケースではあるの

ですけれども、御夫婦で同時に区長申立て

をするケースも時々ありますので、同じ後

見人さんが就く場合と、区長申立ての場合

はおおむね違う後見人さんが就く場合があ

りますので、総合的に御夫婦でどういう処

遇方針を持っていくかということを確認し

たいなと思っております。 

 事務手続の部分は、御覧いただければと

思います。 

 後見業務につきましても、先ほどリレー

のお話がありましたけれども、やはりリレ

ーをもし想定している場合には、どういう

タイミングでとか、どういうふうにその連

絡をするかというようなことを確認できた

らと考えております。 

 それから、日常的に後見人さんがどこま

で関われるかというようなことを確認でき

たらと思っております。以前、ネットワー

ク会議の中でも、後見人さんのほうでは、

担当者会議に呼んでもらえないというお話

がある一方で、ケアマネジャーさんのほう

では担当者会議に後見人さんが来てくれる

のだろうかとか、呼んでも来てくれないみ

たいなお話もありましたので、そういった

双方の、どこまで何ができるかということ

の確認がこの場でできると、チーム支援と

してもスムーズになっていくのかなと思っ

ております。 

 それから、やはりネットワーク会議の中

で、後見人さんの中ではファクスが一番助

かりますというような弁護士さんの御意見

もありました。どういった連絡手段がつな

がりやすいかによって、連絡１つ取るにし

てもストレスのない形ができるかなと思い

ますので、その辺も、細かいところではあ

るのですが、確認できたらなと思っており

ます。 

 それから、チーム及び関係機関の連絡先

一覧ということで、連絡先リストを下にイ

メージとして書いてありますけれども、ど

ういう方々がこの方に関わっていて、それ

がどういう役割を持っているかとか、留意

事項とか、その辺りを一覧としてお渡しが

できればと思っております。 

 あとは、やはり御本人が亡くなられたと

きに、どのような推定相続人がいらっしゃ

るかとか、お墓がどうかとか、いろいろ葬

儀に関する生前契約等があれば、その辺の

情報もお渡しできればと思っております。 

 それから、残された課題とかリスク、後

見人さんが就いたからといって全ての課題
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が解決するわけではないですし、いろいろ

とリスクが発生したときにどう動くかとい

うことが確認できていると、双方が安心し

てスタートができるかなと思っているの

で、この辺りが確認できればと思っており

ます。 

 少し長くなりましたけれども、顔合わせ

会議と引継ぎ会議で、このような項目が確

認できたらということで、今この案をつく

らせていただいております。これについて

は、具体的に顔合わせや引継ぎ会議ではま

だ使っていないのですけれども、これから

包括支援センターに向けても、区長申立て

の説明会を年が明けたら行う予定ではあり

ますので、その辺りからスタートができれ

ばなと思っております。 

 以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございます。大変

すばらしいものが着々と出来上がってきて

いるなというのは思っているところです

が、今いただいた御説明につきまして、委

員の先生方から御質問や御意見があったら

お願いしたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

 お伺いします。 

○矢頭副会長 矢頭です。 

 私もネットワーク協議会に参加させてい

ただいて、その段階で拝見させていただい

て、そのときに、顔合わせのときは資料回

収、引継ぎのときに、顔合わせ会議のとこ

ろの情報も含めていただきたいということ

で、それを反映していただいた内容で御説

明いただきましてありがとうございます。 

 それで、重ねて確認ですけれども、細か

いところとして、今までは、こういった情

報はもらいつつも、区のほうに対して申立

ての書類の写しの交付申請をして、それを

頂いていたかと思うのですけれども、つま

り、そこには、例えば財産目録、収支の予

定表、あと戸籍等の資料を申請していただ

いたと思うのですが、これはまた別途、申

請していただくという理解でよろしいです

か。 

○笠尾権利擁護推進係長 そうです。 

○矢頭副会長 ありがとうございます。 

○八杖会長 ほか、いかがですか。 

 私から何点かよろしいでしょうか。 

 困難事例検討会に最近、１年前から出席

をしていまして、そのときに課題に挙がっ

ていたのが、１つは、後見人さんが引き継

いだ後に後見人が行う業務、これとの連続

性というか意識がやっぱり乏しいのではな

いかという御指摘をさせていただいたのが

やっぱり一番多くて、それはとても反映さ

れているように思いました。 

 もう一つは、チーム支援が言われている

中で、チームがちゃんと今あるのかとか、

将来的に後見人さんがどう関わっていった

らいいのかとか、その点が課題だったと思

いますので、それもよく反映されている内

容になっているのではないかなと思いまし

た。 

 もうこれはほぼ出来上がっているものな

ので、これから意見を出してもとは思いま

すけれども、ちょっと気がついたところが

幾つかありましたので、それだけ簡単にお

伝えさせていただきます。 

 まず、チェックシートのほうですが、補

充性のところの検討というのがもう少し明

確になってもいいのかなと思います。私、

困難事例検討会に参加していて、つくづく

いつも感じるのは、特に生保の案件で、生

保のケースワーカーさんと、今の金銭管理

のやり方で、やっていけないのかなという

のを考えたりもしますが、ただ、法的なこ

とを言われると、確かに、代理権があるわ
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けでもなく、限界はあるのだろうという意

識も持ちながら、その補充性というのは、

何がどの程度できるものなのかという検討

が本当は必要なのかなとは思っています。 

 あとは日常生活自立支援事業の話もいつ

も出てくると思いますし、もしかすると、

ちゃんとした御家族さんがいらっしゃる場

合には、それも補充性になるのかもしれま

せんし、そういった補充性でほかに方法が

ないのかというのは、本来的にこの前さば

きのチェックシートのところでも検討され

ることなのかなと思いました。 

 それから、この顔合わせ会議と引継ぎ会

議のところ、こちらは、先ほどの矢頭さん

との質問とも内容がもしかしたら似てくる

のかなと思うのですが、後見人の立場にな

ると、このシートはそのままもらえると本

当はいいのだけれども、多分、そのまま渡

すわけではないのかなと思ったのですが、

これをそのまま後見人さんがもらえる。そ

うですね。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 はい。会議の資料、次第なので。こ

れプラス、多分、区長申立審査会で作成を

した資料が添付されてくるかなとは思うの

ですけれども。 

○八杖会長 そうすると、１つは、個人情

報のところがいつも話題になっていますけ

れども、どこまで核として、配慮として、

何か必要なことを検討することがないのか

なと思ったのが１つです。特に、この会議

には後見人さんだけではなくて自治体関係

者もいらっしゃいますけれども、ほかの方

も御参加いただくのですよね。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 ケアマネジャーさんであったり、施

設の方であったり、そのときに御本人に深

く関わっていらっしゃる方がいらっしゃれ

ばですが、おおむね高齢援護係さんと権利

擁護推進係さんと包括と基幹プラス後見人

さんかと思います。 

○八杖会長 お渡しするという結論で構わ

ないのですが、情報的にはすごい情報だな

と思いまして、落としてしまったら一巻の

終わりみたいなことがものすごく記載され

ているような気がしますので、そこを何か

うまく配慮できる方法がないのかなという

のを思ったところです。そこだけちょっと

気になりましたので、お伝えをさせていた

だきました。 

 後見人としては、これがあると大変助か

るというか、実情がよく分かると思いまし

たので、今後の支援に役立つことは間違い

ないのだろうとは感じたところです。 

 以上です。 

 ほか、ございますか。 

 よろしいですか。 

 そうしましたら、これがもう既に使われ

つつある。使っている。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 前さばきのほうは、今、試行で使っ

ていまして、こちらの会議の標準項目につ

いては、まだ包括にもお知らせをしていな

い部分ですので、これからになります。 

○矢頭副会長 １ついいですか。 

○八杖会長 お願いします。 

○矢頭副会長 矢頭です。 

 今、八杖会長からの話を聞いてちょっと

思ったのですけれども、つまり、これは同

じ、この引継ぎ会議で配付される資料とい

うのは、多分そこの会議に出席されるチー

ム支援を担うメンバーですよね。イコー

ル、後見人ということですので、そういう

意味で言うと、チーム支援を行うメンバー

が共有すべき情報ということですよね。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援
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課長 はい、そうです。 

○矢頭副会長 それ以外に、プラスアルフ

ァの、だから共有すべき情報がどこまでな

のかという問題と、そうするとそれを超え

る情報があるとすれば、それだけは後見人

だけにいただくといったところを分けてい

ただければいいのかなと思いました。 

○花本基幹地域包括支援センター地域支援

課長 ありがとうございます。 

○八杖会長 ちょっと嫌らしい話をする

と、自治体としての対応と後見人としての

対応というのは、必ずしもイコールではな

いところもあったりするじゃないですか。

だから、何かそれが全部載っているなとい

う感じがちょっとして、今の共有すべきこ

とと、共有しなくてもいいことというの

は、もしかすると自治体と後見人との間に

もあるのかもしれなくて、そこら辺が少し

気になるといえば気になるのかなというの

を思っています。 

 あと追加で、もし可能であれば、こうな

るのであれば、困難事例検討会のフォーマ

ットも、何か反映するような感じ……。 

○笠尾権利擁護推進係長 それは、この

後、また御説明したいと思ったのですけれ

ども。 

○八杖会長 そうですね。分かりました。 

 じゃあ、この議題は以上ということでよ

ろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 では、続きまして、議題の３番に参りた

いと思います。成年後見制度に係るアンケ

ート（知的障がい法人）の実施の結果につ

いて、事務局のほうから御説明をお願いい

たします。 

○笠尾権利擁護推進係長 こちらのほうは

小川係長から説明をお願いいたします。 

○小川虐待防止・権利擁護担当係長 資料

３の御説明をします。あわせて、資料１－

１の、先ほど御報告させていただいた、知

的障がいの小規模講座の中のあだちの里ア

ンケート調査というのと、１月１２日、あ

だちの里小規模講座という、ここに関わっ

てくるお話になります。 

 前段として、先ほどお話ししましたよう

に、知的障がいの方の成年後見制度を進め

るというところで、施設に入っていらっし

ゃるような方は比較的分かりやすいのです

けれども、地域で暮らされている中で、ど

ういうふうにしてつなげていくのか。必要

と思っていてもなかなかつながりにくいみ

たいなところを御家族、特に親御さんとお

子さんという関係の中で非常に難しい。

我々としては地域で考えると、一番身近に

いる支援者の方がお母さん、お父さん、御

家族は一番信頼されているというのがずっ

と考えているところです。 

 そこで、足立区の中で一番大きい知的障

がいの法人であるあだちの里に、成年後見

制度についてのアンケートを今年の８月に

行いました。成年後見制度についてどのぐ

らい理解されているのかというところで、

さすがに知らないという方はいらっしゃら

なくて、おおむね成年後見制度は理解され

ていましたが、では深く知っているのかと

いうと、そうでもないというのが結果とし

て出ています。 

 利用者さんの中で、成年後見制度の利用

が必要な方はいますかと聞いたところ、将

来的に必要ではないかというのが１１名、

今必要だと思うという方が４４名いらっし

ゃいました。御家族が高齢、あるいは御本

人単身のためという理由でした。実際に成

年後見制度の案内をしたという方は、７名

とのことでした。 

 また利用促進のために、職員向け、家族
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向けの研修や講座を行って欲しいという要

望がありました。 

 これを受けて、来年の１月１２日にあだ

ちの里で学習会を行うことを企画していま

す。権利擁護センターあだちにも御協力を

いただき、制度の説明とグループワークを

行おうと考えています。アンケート結果に

あった、成年後見制度の必要な方がいると

いうことを受けて、実際にその制度利用に

つなげていけるものがあるのであれば、つ

なげていきたいと考えています。 

 先ほど区民後見人のお話がありました

が、知的障がいの方で区民後見人がついて

いらっしゃる方はいません。グループホー

ムとか入所施設であれば、区民後見人につ

なげるものがケースとしてあるのであれ

ば、そういうところも考えていきたいと思

っているところです。 

 補足というところに書かせていただいて

いるのですけれども、ちょうどそんな話を

している中で、このあだちの里の法人に通

所されている方の保護者さんが、御自宅で

動けなくなっているということがありまし

た。保護者さんとその方を同時に保護した

という形になったのですけれども、保護者

の方については高齢のほうで区長申立てに

つないでいくということになりました。ま

さに崖っ縁ぎりぎりのところで、何とか保

護者の方をお救いできたなと思うのですけ

れども、そういうことは日常的にあるとい

うのがありまして、その辺りも共有しなが

ら、知的障がいの方の御支援をしていけれ

ばと考えているところです。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 非常に知的障がいの方の、特に親御さん

が対応できなくなった場合の問題というの

は大変かなというふうに、大変というかど

うしたらいいのだろうということが率直に

感じたところではありますが、何しろつな

がれるほうの成年後見人としては、どうし

たらいいのだろうというのをすごく思って

いると思うのです。だからつなぐというの

も大切ですけれども、成年後見でちょっと

置いて、どうしていけばいいだろう。親の

高齢化とか死亡について、何となくそちら

のほうの議論もしていただけると、だから

モデル事業というのがもしかしたらそうい

うものなのかなとちょっと思いましたが、

そういったことをしていただけるとよいの

かなと思いました。 

 特に入所の場合は、そのまま、そのまま

というのは、良いか悪いかって問題がある

かもしれませんけれども、お父さん、お母

さん亡くなられた後でも入所ということが

あると思いますが、本当に御自宅で通所だ

った場合には、お父さん、お母さんが倒れ

て、じゃあ後見人さんに入ってもらいまし

ょうということになったときに、後見人と

しては、どうするということになると思う

のです。選択肢は、先ほど大輪さんに言っ

ていただいたとおり、皆さん、グループホ

ームをおっしゃるのですけれども、やっぱ

り向き不向きとか、場所とか、今までの生

活との関係とか、本当にこれでいいのかな

ということを後見人としては感じたりもし

て、そこの指針があるわけではないのかも

しれないのですが、非常に悩ましいなと。

もっと親御さんたちがお若いときに、将来

のことについてしっかりお子さんと考えて

いただいたりということが必要なのではな

いかなと。そういうのがあると後見人が入

ってきても、そこをサポートするみたいな

方針で動けると思うのですけれども、今、

その方針も親御さんの中では全然ないケー

スが多くて、大変困ってしまっていると大
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輪さんは思っているようですけれども。 

○大輪委員 ありがとうございます。 

 本当にそのとおりで、育成会などではつ

なぐノートとかをしっかりと皆さんに御紹

介していると思うのですけれども、やっぱ

りなかなか、それを御準備してくださって

いる方は少ないです。どういうふうに考え

ているのかという、親の思いとか、今後ど

うしたいのかという思いを、つなぐノート

に起こしておいていただくということは、

エンディングノートとも関わってくると思

うのですけれども、ぜひ御準備していただ

けるといいなと思います。 

○小川虐待防止・権利擁護担当係長 障が

い福祉課の小川です。 

 現実的におっしゃるとおりで、それを行

政の人間が言うよりも、身近に支援してく

ださる方が理解していただいて、そこに

我々が手伝うという形ができればと思いま

す。 

 そうすると、今度は後見報酬の問題と

か、後見人が一旦就いたら切れないという

問題もあります。まだお若い方なのに、む

しろ権利擁護のはずなのに、権利擁護では

ないみたいな話にもなりかねない。だか

ら、先ほどの制度そのものをどうやって見

直していくのかという動きなんかとうまく

リンクさせながら進めていかないと、きっ

と本当の意味で親御さんの御理解は進んで

いかないのだろうなと思います。そのため

の１つのきっかけとして今回の学習会を考

えています。つなぐノートも含めて、これ

から御提案していければなと考えます。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 いいケースがモデルケースとしてできる

といいのかなと思いました。 

 よろしくお願いします。 

 では、続きまして、議題の４に参りたい

と思います。成年後見制度利用促進事業に

おける課題と目標について、事務局から御

説明をお願いできればと思います。よろし

くお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長、笠尾です。 

 資料のほうは、資料４ということになり

ます。まず、概要というか現段階の問題と

いうか、そういうことをお話ししたいので

すけれど、この課題と目標については、資

料にも書いてございますとおり、ちょうど

１年ぐらい前に策定して、これを進めてい

こうということでやっているものでござい

ます。 

 １年間たって、さらに課題となること

や、これはちょっと方向性が違うのではな

いかというものがだんだん見えてきたかな

という段階に入っています。かといって、

毎回言っていますけれども、何をメインタ

ーゲットとしているかというものについて

は、チーム支援という、それは変わりはご

ざいません。今のところ、それをやってい

るのですが、そうはいっても、ここまでの

御報告で申し上げたとおり、数字から見て

も、トレンドがやっぱり変わってきている

というものを感じています。ですから、そ

ういうものに合わせた課題の見直しとか、

そういうものが必要になるだろうというこ

とを今、感じているということと、あとは

今年度５月に作成しましたじぶんノートを

使って、もっとこれを活用して、いろいろ

な様々なことが、できるだろうということ

がだんだん見えてきたかなというようなこ

とを感じています。じぶんノートはエンデ

ィングノートという意味合いもありますけ

れども、意思決定支援というものを持たせ

ていたりとか、あるいは利用者が使うだけ

ではなくて、支援者側ですよね。支援者側
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もよく分かっていなかったようなことを改

めて見ていただいて、権利擁護に対する認

識をまた改めていただきたいなという思い

もありまして、そういうことによって、基

本計画にあるとおり共生社会の実現という

ものにつながっていくと思っていますの

で、そういうことも踏まえて、今後もこの

課題と目標でやっていきたいと思っていま

す。 

 資料について説明しますけれども、今

回、前回まだ報告してなくて新たに進んだ

ものについては下線が引いてございます。

資料４の１ページからいうと、上のほう

で、研修講座の開催ということでじぶんノ

ートを活用ということが書いてありますけ

れども、これは引き続き、じぶんノートを

使ったというか、研修の中でじぶんノート

に触れるというような形でやってきており

ます。 

 ３ページのほうは、今、花本課長から説

明していただきましたけれども、中核機関

がチーム形成の形成状況や引継ぎ内容確認

ということに取り組んで進めてきたという

ことと、ネットワーク協議会のほうについ

ては、年３回ずっとやっていますというこ

とと、あとは、その次に目標として出させ

ていただいていた、関係所管とか介護保険

課と連携して担当者会議の開催状況確認と

いうのを当初、これは対策案として出して

いたのですけれども、これも花本課長がさ

っき言ったとおりに、呼ぶ呼ばないという

段階で、まずいろいろ擦れ違っているとい

うことが、ここまでのいろいろなアンケー

トとか話合いの中で分かりましたので、ま

ずそこからやらなくては駄目だなというこ

とで、これについては保留しようというこ

とで今、考えています。 

 そのちょっと下の中核機関の中の生活保

護受給者の成年後見申立て手順の見直しと

いうことです。これが冒頭で説明しました

とおりに、生活保護受給者のケースが増え

てきています。しかしながら、現状とし

て、先ほど区長申立ての流れの図があった

と思うのですけれども、包括から出てくる

案件については、繰り返し検討がされて困

難事例検討会に上がってくるのです。た

だ、生保のケースについては、そういう検

討を経ないで、いきなり困難事例検討会に

出てくるのです。ですから、その制度とい

うか、その内容というか、そこが、レベル

がかなり違うという温度感になっていま

す。それがやっぱり問題になっているとい

う状態です。 

 ただ、包括サイドは社会福祉系なので、

その辺に対する権利擁護とか、そういうも

のについては、やっぱりふだんから認識し

て進めてきているので、それなりの知識も

ありますし、そういう環境でずっと案件の

検討をしてきているから、それだけの精度

が保てていますけれども、では生活保護の

ほうはどうかというと、一応、ケースワー

カーさんは、社会福祉法上は社会福祉主事

さんという位置づけになっていますが、実

際問題としては、そういう認識も持たずに

一介の事務職員として実務に携わっている

というケースのほうが多いのかなと思って

います。ですから、その辺りでまず、権利

擁護というものに対する認識がケースワー

カーさんにあまりないのではないかなとい

うことが１つ大きな課題になっていると思

います。 

 その辺については、単独の所管で何とか

できるというような形でもありませんの

で、引き続きどうしていくかというのが、

やっぱり大きな課題になっています。 

 取りあえず今、考えているのは、現行
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の、何となく申立てですというような曖昧

な、今も一応あることはあるのですけれど

も、その手順書的なものをもう少し精査し

て、レベルアップをして、困難事例検討会

に上がってこられるようなものを作りたい

ということで、今、参加されています生活

保護指導課の小林さんと、各所管課のほう

と連携を取って、今、それにちょうど着手

したところになっています。これがやっぱ

り今回の御報告の中で一番大きいかなと思

っています。今日はちょっと資料としては

提供できていないのですけれども、今ちょ

うど話合いを始めて、下案をつくっている

というところです。 

 ４ページ移っていただくと、前さばきチ

ェックシートは、さっきやったところで

す。あとは各機関の役割と明確化と強化と

いうのも、マニュアルを見直さなければい

けないということもありまして、着手を始

めたところです。 

 あとは緊急事務管理についても、そもそ

も職員の間で、その法的な位置づけとかと

いうものはあまり周知されてないこともあ

りましたので、これはこの間の推進連絡会

で、山本課長のほうから説明をしていただ

いたところです。 

 あとは資料提出の見直しということで、

診断書等作成時における本人情報シートの

役割というものが、基本計画の中には書か

れていると思うのですけれども、残念なが

ら区のほうでは必須事項では、基本計画上

も必須ではないのですが、必須で出してよ

という方向性ではなかったものを、今回改

めて包括さんに、これは必ず出してくださ

いということで周知したところです。これ

についても、後見の適正な運用ができるよ

うに、本人情報シートをきちんと各担当で

作ってくださいよということをやり始めた

ところです。 

 その最後に、困難事例検討会資料様式の

見直しというところで着手というところ

で、これが先ほど後で説明しますと伝えた

ところですけれども、これについては、い

ろいろ八杖先生の御意見も踏まえまして、

事務局のほうで下案をつくって、別様式で

１つに何か必要事項をまとめたものを冒頭

に作れないかということで推進連絡会に提

案したのですけれども、余計な１枚を作る

と、手間暇が相当大変だということで却下

されたということがありますので、第２案

ということで、現行の様式をそのままエク

セルシートで、もう少し簡単に入力できる

ようなシートの案を作って、今、係内で検

討を始めたところです。エクセルシート自

体は、原案としてはもうできていて、それ

を今、係内で検討していって、次の段階

で、また、推進連絡会に諮ろうかなという

ところとなっております。 

 取りあえず課題と目標については、報告

は以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 やっぱりこうやって一覧化されて、きち

んと今こういうふうな課題になっています

ということは大変重要なことで、これによ

って振り返ったりとか、さっきトレンドと

いう言い方をされましたかね、それによっ

て新しいものが追加されたり、非常に分か

りやすくなっていてよいなというのをまず

感想として思いました。 

 ほかの委員の先生方も何かございました

ら、御指摘、御感想、御質問等をお願いし

たいと思いますけれども、いかがでしょう

か。 

 生活保護の点は、多分、足立区だけでは

なくて、ほかの自治体でも、成年後見との

関係をどうしていこうかという、同じよう
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に課題になっているという認識なので、ち

ょっとほかの自治体と意見交換とか情報交

換をしてみると、意外と得るものもあるの

かなというのは思いましたので、引き続き

御検討をお願いしたいと思います。 

 では、議題４につきましては、本当に引

き続き頑張ってまいりたいと思いますの

で、皆さん、御協力をお願いしたいと思い

ます。 

 議題の５に参りたいと思います。じぶん

ノートの活用状況について、事務局から御

説明をお願いいたします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長、笠尾です。 

 今もじぶんノートの話をしましたけれど

も、現状で配布実績としては７,９００冊と

いう数が出ています。それとともに、私が

直接、包括のいろいろな会議とか、家族介

護者教室とか、そこに書いてございますけ

れども、そこに行って直接、短いものだと

１０分から、長いものだと２時間というと

ころまで、様々な会議がありますが、行っ

てまいりました。そこへ行くと、生の声を

聞くことができるということと、あとは、

じぶんノートの中に成年後見制度がちゃん

と書いてありますから、漏れなくそういう

ことも宣伝できるということで、様々な使

い方ができるなということで、もちろんお

墓とか葬儀とか、そういうものに興味ある

方は、ここに書いてありますよということ

で、それにも使いますし、皆さん、非常に

興味を持って聞いていただいているという

状態になっています。 

 これは５月から、取りあえずは一般区民

向けということで配り始めて、今の段階だ

と、次の段階としてケアマネジャーを通じ

て配布というような段階になっています。 

 この後考えていることとしては、今度は

施設系ですね。施設系、特養、施設長会と

かございますので、そちらのほうで配布し

て周知していただくということと、あとは

医療連携ということで、病院のほうに担当

課がありますので、そちらにも御配布し

て、今ちょうど宣伝を始めたところと、あ

とは障がい者、あしすとさんでも興味を持

っていただいて、ちょっと頂きたいという

ことなので、この間、お渡しをしたところ

です。 

 今後は、そういうところを含めてどんど

ん御利用していただきたい。ですから、障

がい者のほうも、今、先ほど大輪先生から

お話があった、書いておいてほしいことを

じぶんノートに書いて引き継いでいただき

たいなということで、ぜひいろいろな方面

で御利用していただければありがたいなと

いう状態になっていますので、これもどん

どん進めていきたいと考えています。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 今のじぶんノートの活用状況について御

質問や御意見がある方、お願いしたいと思

いますけれども、いかがでしょうか。 

 これは各自治体で、やっぱりこのじぶん

ノートとかエンディングノートとか終活系

の、こういったものはすごい大反響だとい

うことをお聞きするのですけれども、この

活用の仕方って、ほかの自治体でこんなふ

うに使っていますよとか、何か御存じの方

いらっしゃいますか。 

 私が存じ上げているのは、今度、要する

にじぶんノート相談会みたいなもので、こ

のじぶんノートという名前を使って、相談

会につなげるというところまでをやってい

るところは幾つかあります。そうすると、

あのじぶんノートだということで、日頃相

談に行かない人も、関心を持って相談に行
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っていただけるというのがあるようです。

ここに各種相談窓口の情報等掲載というの

が記載されていますけれども、そこでじぶ

んノートという名前を使って、相談会をい

ろいろ開いてみてもいいのかなというふう

にはちょっと……。 

○笠尾権利擁護推進係長 すみません。１

つ報告が漏れまして申し訳ありません。権

利擁護推進係長、笠尾です。 

 実は、これ、計画なのですけれども、今

は各地域包括で、別にこれをやりなさいと

いうことにはなってないのです。ですか

ら、やっていただければ、私が呼ばれてや

っているとこもあれば、全然やっていただ

けないところもあるのですけれども、それ

を今の計画としては、来年度からは各２５

か所の包括で必ず年に１回はやってくださ

いということを考えています。そういうこ

とで、取りあえず来年度から全ての包括で

やるという方向で今考えています。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。 

 では、そういう相談会も、包括系はそれ

で行きますね。あとは専門職の相談とかも

使えると思いますし、いろいろな相談にじ

ぶんノートという名前でつなげられるのか

なと思いました。 

 もう１点は、庁内でこの認知度を高めて

いくとか、やっぱり区民の皆さん、高齢者

の方も障がいのある方もたくさんいらっし

ゃるわけですから、高齢・障がいの担当課

だけではなくて、ほかの関係する課のほう

にも、こういう取組をしていますというの

を広めていただくと、いろいろなことが解

決につながっていくのではないかなと思い

ましたので、庁内での周知ということも結

構大切なのかなと思ったところです。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長、笠尾です。 

 それについては、段階を追ってやってい

きたいと思っていますけれども、取りあえ

ず第１弾として、ケースワーカーさんに配

りたいということで、この後、たまたま特

養とケースワーカーさんの意見交換会みた

いなものがあるということを聞きましたの

で、そこは担当課に言って、じぶんノート

を配らせてくれということで今、交渉して

いるところです。 

 以上です。 

○八杖会長 たくさん作戦があるようで、

今度ゆっくりお聞きしたいなと思いました

けれども、大変楽しみにしております。 

 ありがとうございました。 

 では、一応じぶんノートの活用状況で議

題５が終了で、議題６、その他ということ

になっておりますが、こちら、事務局のほ

うで御説明があったらお願いできますか。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長、笠尾です。 

 そちら、記載があるとおり、ネットワー

ク協議会の御報告等になります。前回のネ

ットワーク協議会は１１月２日に開催され

て、矢頭先生も出席、もちろんされている

のですけれども、そこでは、初めて事例検

討というのをさせていただいて、結構貴重

な意見を聞くことができました。一番懸念

されていたのが、法テラスの使い方につい

て、皆さん、弁護士の先生とか社会福祉士

の方がどういう御理解とか、どういうふう

に携わっているのかということが、その中

でちょっと知りたかったものですから、ダ

イレクトにそのことを聞いてみたのですけ

れども、社会福祉士の皆さん、積極的な、

これはもうやれますという話とか、行政書

士さんからも、じゃあ、それを行政書士も

やるよというようなことで、法テラスを使
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ってやりますよというような貴重な意見が

いただけたりしました。 

 ケアマネジャー向け研修については、先

ほど山本課長のほうからもお話がありまし

たけれども、八杖先生のほうで、今度、動

画配信の研修をやる予定になっていますの

で、私としても楽しみにしております。 

 それから、次回の開催予定ということ

で、第３回については、来年になりますけ

れども、２月２２日ということで予定して

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。 

 議題は以上ですけれども、皆さんのほう

から何か、今までのことも全部含めて、御

質問や御意見等あったらお願いしたいと思

いますけれども、いかがでしょうか。よろ

しいですか。 

 じゃあ、ほかに御意見、御質問がないよ

うなので、その他については以上とさせて

いただきまして、本日の議事は全て終了し

ました。進行を事務局のほうにお戻しさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○太田課長 ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、本日の委

員会を終了させていただきます。円滑な議

事進行に御協力いただきましてありがとう

ございました。 

 議事録につきましては、事務局が作成

し、各委員へ確認いただきますので、御協

力のほどよろしくお願いいたします。 

 どうもありがとうございました。 

 

（ 閉 会 ） 


